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十分であり， BELLMAN らのDYNAMIC PROGRAMMING等の手法を用いたアルゴリ
ズムによる最適ルートの選定及び総合評価の方法を提案し，環境管理と計画への実用性を擬守している。
その結果，車両交通による環境破壊をより防止できる計画案を抽出することが可能となっている。
第 7 章では，各章の結論を要約するとともに，今後の課題について述べている。
論文の審査結果の要旨
自動車交通量の増大に起因する交通渋滞や交通公害は，住民の生活環境に重大な影響を及ぼし，その
対策は世界の都市が緊急に解決を図らなければならない重要な課題となっている。
本論文は，それらの課題に対して，主として道路環境に影響を及ぼす個別因子の評価手法の改善ム
道路環境影響評価システムの最適化の構築を目的としたもので，その成果を要約するとつぎのようであ
る。
(1) 環境影響評価の第一主因子である大気汚染について，その個別因子の影響評価手法を体系化し，台
北市独自の自動車排ガス強度を詳細に調査し，連続点源のフ。ルームモデルを用いて，二酸化窒素の拡散
予測を行い，観測値とよく合う結果を得ている O
(2) 同第二主因子である騒音の環境評価手法を確立し，提案している予測モデルを筑波学園都市及び台
湾地区に適用し，その再現性の検証を行うとともに環境総合評価実験による各因子の重みづけを行い，
実際的な予測モデルを提案している。
(3) 台北市における新交通システムの予定路線に沿った沿道の大気汚染と騒音の変化の予測を行い，路
線決定に重要な指針となる全市の総合評価値を提示している。
(4) グリッド表示された市街地の起終点間での最短径路探索問題を，沿道への大気汚染や騒音影響も加
えて最適化する方法を提案し，環境影響を最小化する DP型の道路網計画への拡張の可能性を見出して
いる。
以上のように本論文は，道路網計画への環境影響評価モデルの適用と，環境の保全と創造について実
際的な総合評価手法を提案したもので，今後の都市計画，交通工学並びに環境対策上益するところが大
きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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